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研究成果の概要（和文）：視聴覚素材同時提示によって喚起される感動の種類を，愛情・感謝，

崇高さ，心にしみる，歓喜・興奮の４種類とすることとし，実験の結果，感動のし易さは，

愛情・感謝，崇高さ，歓喜・興奮，心にしみるの順と考えられることを示した．また，感動

を与えるための異種メディアデータ検索においては，感動を喚起する聴覚素材，ならびに，

聴覚素材と調和の取れた視覚素材を求めることが重要になることを明らかにした．さらに，

ハースト指数が感動喚起の客観的な指標になる可能性を示した． 

 

研究成果の概要（英文）：We consider that the mental states aroused by presenting audiovisual 
materials are charity, nobility, nostalgia, and passion. The tendency of arousing these mental 

states is experimentally obtained. The order of the ease of arousing emotion is charity, nobility, 

passion, and nostalgia. It is also shown that the impression of audio clips and the harmony of 

audio clips and visual ones are important for arousing strong emotion. Hurst exponents can be 

used for the objective measurement of the strong emotion. 
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１．研究開始当初の背景 

画像，音や動画といったマルチメディアデ
ータを検索する最も単純で基本的な方法は，
マルチメディアデータにキーワードを付与
し検索時に利用するという方法である．しか
し，研究代表者は，芸術家の「我々は言葉に
できないものを表現しているのだ」という言
葉に感銘を受け，画像，音や動画といったマ

ルチメディアデータの検索には言葉ではな
くマルチメディアデータそれ自身で行うべ
きではないかと考えるに至り，これまでに，
あるメディアデータをキーとし，これに印象
が類似した他種のメディアデータを感性に
基づいて検索する手法を開発してきた． 

この感性に基づく異種メディアデータ検
索では，検索の結果，キーであるメディアデ
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ータと検索結果のメディアデータが検索者
に提示されることになるのであるが，その組
み合わせによって，それぞれを単独で提示し
た場合と比較して印象が異なることがあり，
場合によっては感動を覚えることもある．こ
れは，画像や動画と音や音楽を同時に提示し
た場合，それらが適切に組み合わされている
とより印象的なものとなる現象（協合現象）
によるものと考えられる．この協合現象を積
極的に利用すると，感性に基づく異種メディ
アデータ検索によって人々に感動を与えら
れる可能性がある．そこで，研究代表者は，
感動を与える異種メディアデータ検索の実
現を目的として検討を行ってきている．これ
までに，主に映像と音・音楽を対象として検
討を行い，感動に対して，映像の影響が約 3

割，音・音楽の影響が約 4割，映像と音・音
楽の調和度の影響が約 3割であることを明ら
かにしてきている． 

ここで，感動にも様々な種類がある．これ
までの主観評価の過程でも感じてきたが，映
像と音・音楽の同時提示の場合には，例えば，
臨場感・現実感に起因する感動，迫力に起因
する感動，崇高さに起因する感動，心にしみ
る感動などがある．しかしながら，このよう
な感動がどのような場合に喚起できるのか
は明らかではない．そこで，このような感動
がどのような映像と音・音楽素材やそれらの
組み合わせの場合に生じるかを明らかにす
る必要がある．また，このような感動が脳内
でどのような現象として現れているかも不
明である．まず，脳のどの部位の活動として
現れるのかを特定する必要がある．視聴覚素
材を使用するので，視覚野と聴覚野が活性化
するであろうことは容易に想像できるが，そ
のほかにどの部位の活動として感動が現れ
るのかを検討する必要がある．ここで，共同
研究者は，脳波の中のα波に対して，α波の
挙動を表すパラメータを発見し，α波の短期
の推定を可能としている．そこで，このパラ
メータを使用することにより，様々な感動や
その程度を定量的に計量することを試みる． 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は以下の通りである． 
(1) 様々な感動の喚起機構の解明 

ここでは映像と音・音楽を対象とし，臨場
感・現実感，迫力，崇高さ等に起因する様々
な感動の喚起機構を，主観的評価実験を通し
て明らかにする．また，特に顕著な特徴が現
れた映像と音・音楽の組合せ素材について，
その視聴覚素材視聴時の被験者の脳波を測
定し，顕著な影響が現れる脳の部位を特定す
る．そして，その部位の脳波からその脳波を
記述するパラメータを求め，そのパラメータ
の違いにより感動の種類・程度を生理学的な
観点から定量的に明確化する． 

(2) 様々な感動の喚起方式の開発 
様々な感動の中から要求された感動を喚

起できるような映像と音・音楽の個々の素材
の持つ条件，ならびに，組合せ条件を明確化
し，様々な感動の喚起方式を開発する． 
 
３．研究の方法 
(1)視聴覚素材提示による感動喚起に向けた

検討 
視聴覚素材提示による感動喚起の検討に

向けて，視覚素材と聴覚素材の調和が重要で
あることから，この調和に関する詳細な検討
を行う．また，感動的な視聴覚素材同時提示
時の脳波の測定を試みる．さらに，測定され
た脳波からの複雑系解析のためのパラメー
タの選択を試みる． 
 
(2)視聴覚素材提示による感動の種類の明確

化 
視聴覚素材提示によりどのような感動が

生起するかを明確化する．ここでは，これま
での実験によって求められている，臨場感・
現実感に起因する感動，迫力に起因する感動，
崇高さに起因する感動を考慮し，先行研究を
踏まえて明確化する． 
 

(3)様々な感動を喚起する映像と音・音楽の
組合せ素材の制作 
既に購入済みの著作権フリーの映像素材

と音・音楽素材を組み合わせて，(2)で明確
化した各種の感動に対して，感動を喚起する
素材を制作する．ここでは，各種の感動に対
して複数の素材を制作する． 
 

(4)様々な感動の喚起機構の解明 
①様々な感動の喚起機構の明確化のための

主観評価実験 
(3)で制作した視聴覚素材を被験者に提示

し，印象語対を用いた SD法により５段階で
評価する．この印象語対には，「明るい」と
いった通常の印象語対に加えて，感動の程度
に関する語，感動の種類に関する語，ならび
に，調和度に関する語を含める．提示は，映
像素材のみ，音・音楽素材のみ，ならびに，
映像素材と音・音楽素材を組み合わせた視聴
覚素材で行う．これらの結果を比較すること
で，素材の組み合わせが感動の種類や程度に
及ぼす効果を評価する． 
②感動生起時の脳波の計測とスペクトル解

析 
①の結果から，特に顕著な特徴が現れた視

聴覚素材について，その視聴覚素材視聴時の
被験者の脳波を測定し，顕著な影響が現れる
脳の部位を特定する．ここでは，まず，閉眼
安静時と開眼安静時の脳波を測定し，その後，
映像素材のみ，音・音楽素材のみ，ならびに，
映像素材と音・音楽素材の組合せ素材を提示



した状態での脳波測定を行う．脳波の測定に
あたっては，研究代表者の所属機関の協力研
究室の保有する脳波測定装置を借用し，これ
に本科研費で購入するペーストレス電極ヘ
ルメットを接続して実験を行う．これにより
脳波測定実験の効率化を図る． 
③感動生起時のα波の複雑系解析 

②の結果から，特に顕著な特徴が現れた部
位から得られた脳波について，その脳波の中
からα波の成分を抽出し，α波を表現するパ
ラメータを求める．そして，得られたパラメ
ータと感動の種類や程度の関係を明確化す
る． 
 

(5)様々な感動の喚起方式の開発 
これまでの主観評価実験で得られたデー

タから，様々な感動を重回帰分析により推定
する．例えば，視聴覚素材を提示した場合の
臨場感・現実感に起因する感動を表す印象語
対の評点を目的変数とし，映像素材のみと
音・音楽素材のみを提示した場合の感動語以
外の印象語対の評点を説明変数として重回
帰分析を試みる． 
 

(6)様々な感動を喚起する異種メディアデー
タ検索システムの実現に向けた検討 
視覚素材と聴覚素材を組み合わせた視聴

覚素材で感動を喚起させるためには，聴覚素
材の感動の程度，ならびに，視覚素材と聴覚
素材のマッチ度が重要であることが昨年度
までの研究で明らかになってきている．そこ
で，標記システムの実現に向けて，感動する
聴覚素材について明確化し，これを検索に利
用する手法を開発する． 
 
４．研究成果 

平成 21 年度は，まず，調和感が視聴覚素
材の印象に与える影響と視聴覚素材の意味
的調和，時間的調和と総合的調和の関係を明
確化した．主観的評価実験を詳しく分析した
結果，視聴覚素材の印象は映像よりも音楽の
方が優位に働き，視聴覚素材の「総合的調和」
は「意味的調和」と「時間的調和」から推定
可能であることを明確化した． 

また，感動に至る視聴覚素材の同時提示の
影響を客観的に明確化するために，感動的な
視聴覚素材同時提示時の脳波の測定を行っ
た．素材としては，ブロックが崩れる動画と
ガラガラと崩れる音で構成される視聴覚素
材，ならびに，オーロラの動画とハープのリ
ラックスできる音楽で構成される視聴覚素
材を使用した．安静閉眼時，安静開眼時，聴
覚素材提示時や視覚素材提示時を比較した
が，どちらの素材に対しても視覚野や聴覚野
の部位に差が見られる程度で，他の部位に顕
著な変化が見られることはなかった．雑音の
影響が考えられるので，雑音に対する対策を

施している． 
さらに， 閉眼安静時の脳波がアルファリ

ズムを含み，そのリズムが，ある特定の意識
や感情の状態と深くかかわることが知られ
ている事実を鑑み，リズムの基本的な構造の
解析を試みた．ここでは，まず，脳磁気時系
列から意識状態を定量化するためのハース
ト指数の構造を示した．そして，閉眼安静状
態においてアルファ波基準で約一周期と多
周期の二領域に指数値が区別され，多周期側
のハースト指数 H2が意識状態を敏感に反映
することを明らかにした． 

平成 22 年度は，まず，視聴覚素材同時提
示によって喚起される感動の種類について
検討した．この結果，感動の種類を，「愛情・
感謝」，「崇高さ」，「心にしみる」，ならびに，
「歓喜・興奮」の４種類とすることにした．
次に，感動喚起実験を行った．視覚素材と聴
覚素材をもとに，８組のマッチした視聴覚素
材と８個のマッチしていない視聴覚素材を
生成し，主観評価により感動の程度を評価し
た．８組のマッチした視聴覚素材は，感動を
喚起すべく作成したもので，前記４種類の感
動に対して２組ずつ作成した．この結果，視
覚素材と聴覚素材のマッチ度が高い場合に
視聴覚素材の感動の程度がより高くなるこ
とを明らかにした．また，感動のし易さは，
「愛情・感謝」＞「崇高さ」＞「歓喜・興奮」
＞「心にしみる」の順と考えられることを示
した．さらに，感動の種類としては，「愛情・
感謝」，「崇高さ」，「心にしみる」の 3つはう
まく選定されていると考えられるが，「歓
喜・興奮」は「情熱・躍動」と「楽しさ・爽
快」に分けることも考えられることを示した． 

また，映像と音・音楽を同時に提示した場
合にそれらの相互作用によってそれぞれを
単独で提示した場合と比較して印象が強調
される視聴覚素材が脳活動に及ぼす影響の
解明を脳波測定により試みた．この結果，単
独提示時と同時提示時の頭頂部や側頭部周
辺のいくつかの部位の脳波の含有率に有意
差がある可能性があるのではないかという
結果が得られた．これにより，マッチしてい
る素材を視聴しているのか，マッチしていな
い素材を視聴しているのかの判別が可能で
はないかと考えられる． 

さらに，視聴覚素材提示時と閉眼で聴覚素
材聴取時のα波に対してフラクタル解析を
行った．この結果，視覚遮断で縮退していた
フラクタル構造が，視覚刺激により縮退が解
けたのではないかと考えられる結果が得ら
れた． 

平成 23 年度は，感性に基づく異種メディ
アデータ検索において感動を喚起可能とす
るために，視聴覚素材同時提示による感動喚
起に関する検討を行い，実験の結果得られた
感動の度合いがこれまでに明らかにしてき



た以下に示す推定式(1)を用いて推定可能で
あることを示した． 
Sav=0.52*Sa+0.007*Sv+0.68*Sh……(1) 

ここで，Sav，Sa，Svは，それぞれ，視聴覚
素材，聴覚素材，視覚素材提示時の感動の程
度であり，Sh は視覚素材と聴覚素材の調和
度である．推定式(1)が，従来と異なる視聴
覚素材を用いた実験の結果に対しても適用
できたことで，感動の度合いの推定式の信頼
性を向上させることができた．この推定式で
は，聴覚素材の感動の程度，ならびに，視覚
素材と聴覚素材の調和度が大きなウェイト
を占めている．すなわち，感動を与えること
を目的とする異種メディアデータ検索にお
いては，感動を喚起する聴覚素材，ならびに，
聴覚素材と調和の取れた視覚素材を求める
ことが重要になる．以上得られた成果により，
心を揺さぶるような感動を与える異種メデ
ィアデータ検索の実現に向けて，また一歩前
進できたと考えられる． 

さらに，ハースト指数と人の感情・意識の
状態との相関関係について検討し，ブロック
が崩壊する映像（崩壊音付き) を被験者に条
件付きで提示して得られた脳波（α波）に対
して解析を行ったところ，映像視聴実験での
視覚遮断，聴覚遮断の影響が指数に顕著に表
れていることを明らかにした． 

また，視覚素材と聴覚素材を同時提示した
場合の脳波を測定し，視聴覚素材提示時の左
頭頂部と右頭頂部のβ波の含有率が視覚素
材提示時と比較して減少していること等の
条件を全て満たす素材が，同時提示すること
で単体提示よりもより一層盛り上がる素材
である可能性があることを明らかにした．こ
れらにより，感動の生起機構の解明ならびに
感動の客観的測定の実現に向けて前進でき
たと考えている． 
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